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J AICOWS会 長挨拶

会長 島田 淳子

皆様 、お久しぶ りです。遅くなりま したが、Newsletter 9号 をお届け致 します。JAICOWSは今年も、
日本 学術会議「ジェンダー問題の多角的検討」委員会 と緊密 な連携を取 りつ つ、積極的に活 動 して参りま
した。 本号には、恒例 の総会。会計報告 、シンポジウム報 告の他に、研究者 登録名の通称使 用 に関する動
き、第 19期学協会登録様式の変化、JAICOWSへ の諮問な ど、女性科学者 の環境改善に向ιすて、明るい希
望が感 じられる報告が掲載 されております。これらの動 きには、JAICOWSの 今までの地道 な活動が反映
され て いると申しても過 言ではないで しょ う。活動を支 えてきて下さつた の は、会員の皆様 です。改めて
厚 く感 謝申し上げます とともに、今後の一層の御支援をお願 い申し上げます 。

1.第 11回総会の開催

JAICOWS 2001年度 悌 11回)静会会記録

日 口寺 2CX12年 3月 25日   13:30-13:55
場 所  日本謝絵議会譴

出席者  岩井宣子、島田淳子、原ひろ子、力朗屡万里子、

神長百舒 、小林和子、酒井玲子、鈴木術 、斎斬引享子、

直井道子、馬場所 、中山栄子、瞬 ツ (出席 13名、
委有効たI卸市75名 )

司 会  中山栄子

1.麟 と議長選出

島田淳奇

原ひろ子冨1会長 (日本学術会経潰)第 18期ジェン

ダ警 の働 を中心に都告 と機 Sがあった

議長運拙 神長百鋒 員が議長に選出された。

2.活郵 告
。2CXDl年蝶 報告 :伊涸セ ツ

(1)会員勢 は、159名である。

(2)役員会開催は下記の 5回であつた

OCX31.7メ ー/吟議

②2∞1.927

③ 2∞2.1メ ー/桧議

0002.3.19
⑤ 2∞2.3.25

(3)聾 書は配 のよう|こ提出した
2001_3.30日 付けで「女性研究者の疇 のための

科学研究費のあり方に関する要望書」を、公開シンポジ

ウム参珈嗜二同 代表者 島田淳銘 で、日本学術会議

増本健学鋼柿備置委員矮 員長、理 一良5利ワ膀扮科

会キ杏、柴田徳思同常置委員会祝諭謝担当とりまとめ

役 |こ提出した

(の NLは 2回発イ予した。
No.7 21X11.6.30

No.8 21X12.2.28

酉己付先の整備を行なった上で、No.8から会員外にも
150剖3だ封寸している。

(5)名簿を2001.6.30日 付けて溌行した

(6)ジェンダー問題 の動 動鮭時別委員会 (以下ジ

ェンダー膝 )、 同ワー キングカト プ (以下 WG)ヘ
の協力を行なった。学会 開催時媒 育サー ビスに耐 る

アンケー際流協力 (2∞ 1.4月 )、 210名 中 136名回幌
⑦ 公開シンポジウム  2a12.235 に扶勢L
O広報誦加 P。マス コミ等:力藤万里子が担当した
。2001年度会計報告 :伊藤セツ

中間縦 乾 板書で 子なった 撮終報告は後掲
・会計旧謹菫:袖井纂子・馬場房発¥悟壼査が後日後日行

な うが、出席の馬際 言十監査から、費目額 の記述につ

い Cl副隋あり、備考嚇騨宰翻 明するよう|こ推奇尊があった。
(会計鑑査は後掲)

3.2CX12銅華響断葡画 :要望勤 提出、ニューズレタ

ーの発行 (2回 )、 研究者 に対 る育児援助アンケート

実施、シンポジウムの開イ亀 日本騒 議 。ジェンダー

膝 、同WGと協力す る、端 新I去撃自ヽのジェンダー

視 点導入の婦 、シンポジウムはジェンダー哺倭からの

申し入れで「研究者に対する育児援助」 (例 のシンポ

が企画 されるかもしれ ないが、役員会に任せて頂くこと

となった

4.2002年度会計可電筆 :伊灌セツ

板書で予なつた (後掲 )

イ寸記 :総会および、 シンポジウムで JAICOWSに対
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するカンパがあった。また計 の売り上 |デの収入もあつ

た 詳細絵 言報 告に識 権 亀

5.その他

シンポジウム:有志要望勤 提に シンポジウム壊
望書が出る場合、テーマ、基本線だけ出 し、文言は
JAICOWS役員会にfltて もらうことをはかり賛同を

得た。

討議 :JAICOWSと 日本の他の関逢始督斗学者の会 14

団体あり)の議 をとるべきという意見が出され、翻

することとなった。

2.シンポジウム報告
2CX12年 3月 25日 下記シンポジウムを開催した 27

名の豹 嗜があった

研究の堺 における男女却 参画をめざして
一書 とジェンダーを考える一

日  時 :2CX12年 3月 25日 (月 )14:∞ -16:30

場  所 :日本学術会議も 躍絵議∋

共同主催 :日 本学術会議「ジェンダー問題の多角嚇 」
糊 J委員会、社会 輌 、天文学研連、麺 学研連、

木材ギ訂弄連、そCttLの礎 、 JAICOWS

総合司会 :ク磯セツ lJAICOIVS事務局幹事、第
6部和政鞭 委員)

開会挨拶 :島田淳子 KJAICOWS会長、第 16、 17

期第6部会員、略 敵子大議 )

挨  拶 :観音彦 (「ジェンダー問題の多角的検討」

糊 」委員会委員長、不鮮女子大学人文

報 、第一絵 則

【シンポジウムの主旨】

学校教育の隠れたカ リキュラムを含む学校文化にお
けるジェンダーのあり方が、どのよう|こ砒 の世界での

男女共同参画の促進要因または阻害要因になっている
かを考える。そして大学入詩輌勝者となってからの職
場での諸環境のどのような変化が促進要因として重要
であるかを1晋け る。

司会 相隔好錬京学芸大鞭 )

。パネリストによる話題幌供

① 学園舞逆 ジェンダ制 の問題の構造に
ついて

舘力おる船茶の水女子対 ジェンダ棚
センター教D

② 理財 とジェンダー

瀬沼花子個立都唯溺研お院所 総剛 0
③ 関東学見た学工学部土木岬 の事例

昌子麟工(関東学俄掛詩窃授 。工学部第 2部

朝 30
・パネリストの間での討論/質蹴 答

閉会の辞 萌 子0判 7、 18期第二部社鋼
連委員、棘 学芸夫脅鉗∋

畔校における男女嗜 の推進」に関する

要望書

平成 14年 5月 2日

殿

日本発 議「ジェンダー問題の多角的検討」4鵠1委員
会等主松 開シンポジウム

猫 有志代表 島田 淳子 KJAICOWS会0

貴機関におかれましては、かねてより、飾 ・研究 。

教育における男女共同参画に関して、横睡的な華 力を

重ねておられることに深く敬意を表 しま丸 私どもは、

去る羽成14年 3月 25日 に、日本学術会議の「ジェンダ

ー問題の多角的検討」特別委員会、社会 漏 期連、天文

報 、独 報 、村 オ艶 、期 ヒ人類学・孵

研連、 JAICOWS(女性科学者の競 改善に関する懇

絵 :」apanese As山血 fOr the ln■ p期冷ment of

Conこ

“

nsofWomen S“nbsお)の主催の元に、公開

シンポジウム 町形電の世界における男女共同参画をめざ

して一戦 教育とジェンダーを考える一」 (開催場所 :

日本搬 議5階会調 を開催し、その際、戦 教育

への男鉄 同参画のあり方に関して、多角的な論 を致

しました

その結果、21境 における持続可能な社会の構築を可

能にするためには、科識 の世利こおける男女共同参

画が不可欠であり、 日本社会の各分野が共同して、配

の点について縫 する必要性を確認致 しました。関係各

位にこ端刷を賜わ りますよう要望致します D

記

l.教師の拘九及醜

刻畔校、中学校、高等学校、大学の段階を問わず、「学

校教育とジェンダー」に関する科目やプログラムの導

フ、。開発を、具湘 勺にはかること。

2.中牲 、高校生の進略

科学研究に男女共同で従封 る展望を生徒に与える

こと。例えば、大識 学の可能性について適確に構

する、得 1モデル としての女闇雛帰者も提示する亀

3.動 輌 成等

学校舞手とジェンダーに関する研究の奨励・榊饉につ

とめること。

4.女要性 の少ない大学学澪5。 専攻への如 の入学

の推進

大学は、続 的な拡大策を櫛十 実施 し、過略。就職

先の拡大のための雄 を行なうこと。
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内閣総理大臣

内閣官房長官

文部科学大臣

厚生労働大臣

通商産業大臣

日本学術振興会会長

日本私学振興財 団理事長

最薫の■ユー不|

1.学術会議の登録
第19期 の日本学術会議会員選挙を控え、

学術研究団体の登録申請カー ドに、女性の割
合 を書く欄が新たに設けられま した。会員や
役員に占める女性の割合を記入するため、急
いで女性の割合 を調べる学会 もみられまし
た。申請カー ドのデータについては分析中で
ナヽ
~。

2.通称使用
ジェンダー特委では、会員 にむけて「研究

者 の別姓使用に関するアンケー ト」を実施 し
ま した。結果のま とめは「学術の動向 2001.11
p.88‐ 91」 (池内了WG委員長)に あ ります。そ
の後、2001年度 より文科省の研 究者登録の名
前が通称で認 め られるようにな り、現在では
他 の省庁でも旧姓使用が可能になつています。
その結果、国立大学や研究所で男J姓使用の状
況がかなり改善 されました。 しか し、私立大
学 では改善され ていないところ も多いため、
ジェンダー特委 か ら私大連合等 に通称使用の

要請文を出しま した (2002夏 )。

3.学 会大会時 における保育室
学術会議会員むけに「『学会 大会時の保育

サービス』に関す るアンケー ト」 を実施しま
した。その結 果 については、「学術の動向
2002.4p.66‐ 73」 (池内了ジェンダー特委WG
委員長)にあ ります。
4.男女共同参画学協会連絡会発足

理学系の学 会 が上記の連絡 会 を発足させ
ま した。これは応用物理学会、化学会、物理
学 会という巨大 3学会がよびか けて立ち上げ
た ものです。正式参加17学協会 、オブザーバ

ー参加16学協会 で立ち上げ後、参加数は増え
つつあります。 当面の活動としてアンケー ト
調査などを計画 しているようで、男女共同参
画 のための新 しい連係 に期待 したいもので

○要望書の提出先は下記のとおりです。

国立大学協会会長

公立大学協会会長

日本私立大学連盟会長

日本私立大学協会会長

国立短期大学協会会長

日本私立短期大学協会会長

国立高等専門学校協会会長

経済団体連合会会長

日本経営者団体連盟会長

日本商工会議所会頭

関西経済団体連合会会長

日本青年会議所会頭

章婁鋪嘉杏皐塁麓嵩
以下の記事 は、『学術の動向』12月 号掲載の

「男女共同参画特報」からの ものです。12月 9
日 (月 )開催 の編集委員会におきまして、当
ニューズレターヘの転載が許可 されました。

第1回東 Jヒ大学男女共同参画シンポジウム

2002年 9月 28日 (土)に 「第 1回東北大
学男女共同参画シンポジウム :学問 。教育 と
男女共同参画」が東北大学・東北大学男女共
同参画委員会 の主催により、仙台国際センタ
ー 。大ホール で開催され、東北大学における
男女共同参画 の現状と課題が論 じられた。そ
の際、阿部博之東北大学総長は、「男女共同参
画推進のための東北大学宣言」を発表した。
その内容は 「以下のような方針を確認する」
としている。
すなわち、

「1.東北大学は、総合的な知の拠点として、
男女共同参画社会の実現に必要な諸分野の研
究・教育を推進するため、東北大学男女共同
参画奨励賞 (通称 :沢柳賞)を創設する。ま
た、社会に開かれた大学 として、国 。地方公
共団体や民間の諸機関との協同・連携を図 り、
ジェンダー学 の普及、性差に由来する人権問
題の解決等に対 して、積極的に寄与する。
2.東北大学 は、すべての活動領域における
男女共同参画 を実現するため、教職員 。大学
院生等の人的構成における男女格差の是正、
方針決定機 関への男女共同参画の推進、研
究 。労働環境 の改善、育児・介護における性
別役割分業の改善と両立支援体制の確立等、
効果的かつ具体的な措置を講 じる。
3.東北大学 は、性別に由来す る人権侵害や
性差別を撤廃す るための措置をとるとともに、
男女共同参画推進のための不服 申立制度と救
済制度を整備す る。」とい う 3点であった。

3

¬す
~。

(文責  力日藤万里子)
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第 1回名古屋大学男女共同参画シンポジウム

2002年 9月 30日 (月 )に 「第 1回名古屋
大学男女共同参画シンポジ ウム :男女共同参
画推進をめ ぐる日本の現状 と課題、名大の現
状と課題」が主催名古屋大学男女共同参画推
進委員会、名 古屋大学シンポ ジオンホール で
松尾 稔名古屋大学総長の開会の挨拶につづ
いて活発な討論 と提言が展 開 された。

男女共同参画 学協会連絡会

2002年 10月 7日 (月 )に は、「男女共 同
参画 学協会連絡会」設立集 会が東京の神 田
駿河台にあ る 日本化学会 7階ホールで開催
された。その呼びかけ人 とな ったのは、後藤
俊夫応用物理 学会会長、野依 良治日本化学会
会長、北原 和夫 日本物理学 会 会長、浅島 誠
日本宇宙生物 科学会会長、柳 田敏雄日本生物
物理学会会長 、小宮山 宏化 学工学会会長 、
星 元紀日本動物学会会長、遠藤 岡1高分子学

会会長、金子章道日本生理学会会長の 9人で
あつた。
遠山敦 子文部科学大 臣 自身の挨拶 をは じ

め、坂東 員理子内閣府男女共同参画局局長、
石井紫良『 内閣府 総合科学技術会議議員 (代

読)、 黒り|1清 日本学術会議副会長 (代読 )の
挨拶に夕台ま り、この協議 会に正式加盟 した
14学協会 から、男女共 同参画の現状 と課題
が報告 された。

これ ら 14学協会とは、化学工学会、高分
子学会、 日本宇宙生物科学会、日本植物 生理
学会、日本数学会、日本 生物物理学会、 日本
生理学会 、 日本天文学会 、 日本動物学会 、 日
本分子生物学会、日本女性科学者の会、 日本
化学会、日本物理学会、応 用物理学会であ る。
なお、 10月 23日 の会議 で「男女共同参画

学協会連 絡会」の事務局 は この一年間、応用
物理学会 が担当し、委員長 として小舘香椎子
(日 本女 子大学)、 副委員長 として遠 山嘉一

(富士通 )の両氏が選出 されたとのことであ
る。

(文責 :第 18期第 1部会員 原 ひろ子)

寄贈文献紹介

国立大学協会第 3常置委員会 (委員長 :鮎川恭三愛媛大学学長)の 「男女共同参画に関す る
ワーキング・ グループ」 (座長 :丹羽雅子奈 良女子大学学長 )が、平成 14年 11月 13日 付 けで
『国立大学における男女共同参画推進に関す る第1回追跡調査報告書』 (B4,67p.)を 発行 し、
」AICOWSに も寄贈されま した。これは、2000年 6月 の国立大学協会報告書 「国立大学におけ
る男女共同参画 を推進するた めに」から1年後の進展を見 るために、2001年 11月 に99大学 と
附属医療技術短期大学を対象 に実施され、 100%の回答を得 た調査結果をま とめたものです。
5色刷 りのカ ラーのグラフが、国立大学の さまざまな角度 か らのジェンダー課題を統計で示 し

てくれています。結果は、男女 の教員比率ではアンバランスの縮小の面でまだ大きな進歩はみ ら
れなかったこ と、しかし、男女共同参画のための取組に積極 的 に着手してい る大学が増えた とし
ています。

また、この間、女性学長が 3名 となりま したが、副学長 は 0に とどまっていることなどが明
らかになっています。

******************************************

<事務局より>

Newsletter No.8発 行 (2002.2.28)後 、しば らくご無沙汰してお りましたことをお許しください。
この間、2002年 3月 25日 に総会とシンポ ジウムを開催 し、5月 2日 の役員会で、要望書 を作

成 。提出し、10月 12日 の役員会で会計の締 めや会計監査報告 を、予算の確認 を行ないましたの
で、ご報告申 し上げます。ニ ューズレターは、担当の伊藤セ ツ 。加藤万里子 。中山榮子が編集 し
ました。
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勘定科 目 予算額 決算額 差異(△収入 減 ) 備   考

繰越金 93,677 93,677 0

会 費 600,000 568,000 △32,000 142人分

禾電 子 100 90 △ ■0
寄 付 80,000 90,000 10,000 総会時及び講 自雨より寄付

その他 39,800 39,800 書籍売上げ

合  計 773,777 791.567 17,790

2.支出の部

2001年度女性科学研究者の環境改 善に関する懇談会会計決算報告

1.収入の部

2001年度女性科学研究者の環境改善に関する懇談会 会計監査報告
上記の通り相違あ りません。

2002年 10月 30日

会計監査 袖井 孝 子 印

馬場 房 子 印

2002年度女性科 学 研 究者の環境 改 善に関す る懇 談会会計予算

1.収入の部          2.支 出の部

勘定科目 収入予算額

繰越金 58,896

会 費 600,000

利 子 100

寄 付 90,000

その他 10,000

合 計 758,996

勘定科 目 予算 額 備   考

通信費 50,000
Newsletter発行 。発送費

(2回 )

160,000
No.7,8 作成 費 。発行費
No.7は名簿 と合わせ発送

行事費 90,000 シンポジウム開催

会議費 30,000

学会業務委託費 420,000 World Plannins ^
予備費 8,996

合  計 758,996

連 絡先 :女性科 学研究者の環境 改 善 に関する懇 談 会 (JAICOWS)事務局
〒154-8533東京都世 田谷区太子堂 1‐ 7

昭和女子大学女性文化研究所内  担当幹事 伊藤  セツ

Te1 03‐ 3411‐ 5096 Fax 03‐ 3411‐ 5347  E‐maユ jo‐ 2100@swu.ac.jp

http:〃 sunrise.hc.keiOoac.jp/― mal・iko4aicOWS/
事務センター :〒 105‐ 0001東京都港区虎ノ門 3‐ 7-2大橋ビル 株式会社ワールドプランニング

Te1 03‐ 3431・ 3715 Fax 03‐ 3431・ 3325 E― llla週 worlttmed_ema■ .ne.jp
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勘定科 目 予算額 決算額 差異(△支出増 ) 備   考

通信費 50,000 9,030 40,970
Newsletter発行 。発送費

(2回 )

160,000
126.840

△ 1,810
No,7,8 作成 費 。発行費
No7は名簿 と合わせ発送34,970

行事費 30,000 106,092 △76,092 シンポジウム講師名分謝金 ,

アルバイ ト3名支払分

会議費 30,000 0 30,000 行事費に回 した

学会業務委託費 400,000 420,000 △20,000 World Plannins ^
予備費 103,777 35,739 68,038 銀行日座開設 手数料 。名簿

作成費

合 計 773,777 732,671 41,106

次年度繰越金 58,896
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/At開 シンポジウムのお知らせ

学術 の 世界に お けるセ ク シュア ル ハラス メ ン ト
ーー加害と被害一

2002年 12月 24日 (火) 13:00～ 17:00
日本学術 会議大講堂

日本学術 会議 「ジェンダー問題の多 角的検討」特男J委員会

趣 旨 :セ クシュアル 0ハ ラス メントの問題 は、最近にな ってさまざまな大学・

研 究機関 0学協 会 で表面化 しており、日本 の学術研究 に大きな影響 をおよばし

てい ることがわ か ってきた。 そこで学術 の世界におけ るセクシュアル・ハラス

メ ン トに焦点を あて、学問の世界に特殊 な状況のもとでおこる加害 と被害の構

造 を認識し、よ り良い学術研 究体制を構築 するための政 策提言へむ けた議論を

イ〒う。

開会 の辞 :池内 了幹事(名 古屋 大学教授)

司  会 :原ひ ろ子

あい さつ :日 本 学術会議 運営 審議会委員

講 演 者 :

1.博士号取得者 の被害実態 について

加藤万里子 (慶応義塾大学助教授、ジェ ンダー特委WG委員、天文研連幹事)

2.大 学の法的 責任 …教育研 究環境配慮義 務 との関連 で

松本克美(立命館大学教授 )

3.キ ャンパス・ セクシュアル・ハラスメ ン トの解決 にむけて

戒能民江(お茶 の水女子大 学教授)

4.文 科省(私立 大学担当)

5。 国立大学等 におけるセ ク シュアル・ハ ラスメン ト防止等について

文科省官房 人事課審査班 主査 出澤 忠

討  論 :

閉会 の辞 :蓮見音彦委員長

****贅贅***士 士士**,贅 *****,た *****贅業贅**ヤ ,た ,士来贅****士 ,■ **士 ***士 ***士 **贅 ***贅

問い合わせ 先 :加藤万里 子 mariko@educ.cc.keiO.ac.ip
プログラム情報 http:〃 sunrise.hc.keio.ac.ip/

慶応大学 (天文学教室)fax(045)566… 1102電話(045)566‐ 1135(直通)

ホームペー ジ http:〃sunrise.hc.keiooac.ip/～ marikO/
彙求*贅**士 *士 彙 **十 士**贅 *彙彙 *,な 音 彙 *共 士***彙 士 ,1た 彙 ***キ *士黎*士 *,た 士 彙 ***オ キ来贅 ***士 *贅 *贅
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